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 高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施の取組み状況について 

 

【概要】 

地域において、健康課題を把握し、閉じこもりがちな高齢者、健康状態不明な高齢

者を特定し、必要に応じて医療・介護サービスにつなげる。また、保健事業（疾病予

防・重症化予防）と介護予防を行い、地域の医療関係団体等と連携を図りながら、

サロン等の通いの場において、フレイル予防にも着眼した高齢者への支援を行う。 
 

・令和２年９月より、事業を実施。  

・令和４年度も引き続き同様に実施予定  

●本市における高齢者に対する支援内容  

①ハイリスクアプローチ（高齢者に対する個別的支援） 

●健康状態が不明な高齢者の状態把握、必要なサービスへの接続  

⇒介護保険課において「介護予防把握事業」の一部として実施  

＜令和３年度の実績＞ 

抽出基準：令和３年度中に 75 歳以上に達する者の中で、要介護・要支援認定

がなく、過去３年間健康診査未受診かつ医療機関に受診歴がない者。更に、市外

在住、施設入所、死亡者及び昨年度実施した者を除き、対象を選定。 
 

取組方法：抽出した対象者に対し、後期高齢者の質問票を送付。返信結果から、

フレイルリスクのある者及び返信が無かった者に対し、地域包括支援センターの医療職

が訪問。健康状態の把握と生活状況について聞き取りを行い、必要な者へ健康相

談、利用できる事業紹介等を行い、適切なサービスへつなげる。 

 

対象人数と返信率  

対象者  返信者（率） 未返信（率） 

113 名  75 名（66.4％） 38 名（33.6％） 

 

②ポピュレーションアプローチ（通いの場等への積極的な関与）  

●サロン等通いの場において後期高齢者健康診査質問票を活用し、フレイルチェッ

クを実施。 

令和 4 年 11 月末時点での実績               ※市内サロン数  78 か所  

実施したサロン数  実施した人数  

29 か所  543 名  

資料２  
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③企業と連携した取組み 

（ア）住友理工株式会社フレイルチェック測定会  
 

    体組成、握力、５ｍ歩行速度、３ｍＴＵＧ、 

    足圧バランス計等を測定後、その結果を住友  

    理工株式会社が開発したフレイルチェックシステ 

    ムへ入力することで、フレイル判定ができる。 

 

    開催回数：５回    実施人数：７８名  （※令和３年 12 月末現在） 

 

（イ）まちかど運動教室  

    令和 3 年 10 月より、6 か月間で 12 回実施する介護予防普及啓発事業を

実施。中部公民館、東部市民センター、味岡市民センター、北里市民センタ

ー、西部コミュニティセンター、南部コミュニティセンターの計６会場で実施。 

    参加人数：93 名  

 

（ウ）保険会社を通した健康づくり事業の周知啓発  

    第一生命保険会社の協力のもと、健康意識に関するアンケートを実施。 

フレイルチェック  

後期高齢者の健康診査で活用され

ている質問票を使い、質問に対する

回答に応じて赤・青２種類のシール

を貼ることで、一目でフレイルリスクが

ある項目、回答の経過がわかるように

する。自身の健康を振り返るきっかけ

や健康づくりに活用していただく。（フ

ァイルに綴って 1 人 1 冊お渡し） 

 

【イメージ】  

【測定会の様子】 


